






糖尿病,重症妊娠中毒症,膠原病などの合併するいわゆる high risk 妊娠では SFD の発生が

高く,したがって児死亡率とくに子宮内胎児死亡の率が高いのが問題である。予定日前の妊

娠後半期における子宮内胎児死亡を防ぐためには児の早期娩出をはからねばならないが,

この場合児の未熟性による児死亡や心身障害発生を防がねばならず,娩出時期の決定や娩

出方法の選択は決して容易ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


